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中教審の答申が出ました。－学習指導要領改訂－
2016年12月21日に，中央教育審議会から答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」が出ました。
文部科学省は，この答申を受けて，今年度中に小中学校，来年度中に高校の改訂学習指
導要領を告示します。小学校は2020年度，中学校は2021年度に全面導入し，高校は
2022年度から順次移行します。本校で，積極的に導入している「アクティブ・ラーニ
ング」については，本文246ページの中で31回登場していました。その主な記述（本
文47～48ページ）を下に紹介します。なお，答申の出た翌日の日本経済新聞に右の記
事が掲載されました。この記事は，本校での12月６日の取材（ドリーム第137号）に
基づくものです。

（学びの質の重要性と「アクティブ・ラーニ
ング」の視点の意義）

○ 学びの成果として，生きて働く「知識・技
能」，未知の状況にも対応できる「思考力・
判断力・表現力等」，学びを人生や社会に生
かそうとする「学びに向かう力・人間性等」
を身に付けていくためには，学びの過程に
おいて子供たちが，主体的に学ぶことの意
味と自分の人生や社会の在り方を結び付け
たり，多様な人との対話を通じて考えを広
げたりしていることが重要である。また，
単に知識を記憶する学びにとどまらず，身
に付けた資質・能力が様々な課題の対応に
生かせることを実感できるような，学びの
深まりも重要になる。

○ 子供たちは，このように，主体的に，対話
的に，深く学んでいくことによって，学習
内容を人生や社会の在り方と結び付けて深
く理解したり，未来を切り拓くために必要
な資質・能力を身に付けたり，生涯にわた
って能動的に学び続けたりすることができ
る。また，それぞれの興味や関心を基に，
自分の個性に応じた学びを実現していくこ
とができる。

○ こうした学びの質に着目して，授業改善の
取組を活性化しようというのが，今回の改
訂が目指すところである。平成26年11月
の諮問において提示された「アクティブ・
ラーニング」については，子供たちの「主
体的・対話的で深い学び」を実現するため
に共有すべき授業改善の視点として，その
位置付けを明確にすることとした。

◆2016年12月22日付け日本経済新聞 39面→

これから，全国の各学校で「アクティブ・ラーニング」の取組が
推進されると思います。本校は先進校の一つとして，「学力向上に
つながるアクティブ・ラーニング」と｢深い学び｣を追究していきた
いと考えています。本校の「アクティブ・ラーニング」の取組につ
いては，学校ＨＰ上の「ＡＬ宝箱」を開けてご覧ください。


